
一般財団法人日本青年館職員募集要項 

１．募集職種    一般事務 

２．採用形態    一般財団法人日本青年館職員（３ヶ月の試採用期間あり） 

３．採用人員    １名 

４．業務内容    若者の地域活動の支援、青年団運動・社会教育事業を展開する日本青年館の公益

事業における事務 

５．勤務先     一般財団法人日本青年館公益事業部及び総務部等 ※他部署への異動あり 

東京都新宿区霞ヶ丘町４番１号日本青年館 

６．待遇・給与   ①勤務時間月単位の変形労働時間制とし、原則９時００分～１８時００分 

（休憩時間１時間）とする。 

          ②休日は月単位の変形労働時間制とし、土曜日、日曜・祭日を基本とする。業務

の繁閑により、シフトによる土・日・祝日を含む勤務となる場合がある。夏季

及び年末年始休日有り。年次有給休暇・特別有給休暇。 

          ③学卒者の基本給（日本青年館給与規程による） 

           高校卒の場合１６４，７８０円～ 

           短大卒の場合１７６，６６０円～ 

           大学卒の場合１９０，１９０円～ 

          ④住宅手当２０，０００円支給。⑤通勤手当実費支給。⑥社会保険完備。 

７．採用開始月日  令和３年６月１日 

８．応募資格    ①地域活動、社会教育などに興味・関心の高い方。 

          ②心身共に健康で明るい方。 

          ③基本的なパソコン事務能力。 

９．望ましい資格  ①普通免許②英・中・韓等いずれか日常会話程度 

１０．応募提出書類 ①履歴書（顔写真添付） 

          ②作文（下記テーマから１つを選択） 

          テーマ：「青年を取り巻く課題とその要因について」 

              「私のやりたいこと、それにむかって頑張っていること」 

          字数：横書き２，０００字程度。 

１１．送付方法   ①履歴書、②作文、③本人の住所・氏名を記載した結果通知用返信封筒（切手を

お貼りください）を同封して必ず郵送する事。持参は認めない。 

１２．送付先    〒１６０-００１３東京都新宿区霞ヶ丘町４番１号 

          一般財団法人日本青年館総務課宛（職員応募書類在中と赤字で記載のこと） 

１３．選考方法   第一次書類審査、本人面接の上、決定。 

１４．応募受付期間 ４月１５日（木）～４月３０日（金）までに応募書類必着のこと。 

          一次面接：５月１０日（月） 

          二次面接：５月１３日（木）…日程は要相談 

１５．問い合わせ先この件についての問い合わせは、総務課（小森、早川）までお願いします。 

          電話：０３－６４５２－９０１５ 

 



 

〈日本青年館について〉 

日本青年館は、１９２１(大正１０)年９月２日に財団法人として設立されました。 

当時、明治神宮造営にあたり、全国各地の青年団からのべ１１万人におよぶ青年たちが労力奉仕で協

力しました。この功績に対し１９２０(大正９)年１１月２２日、時の皇太子殿下より賜った令旨拝受を

記念するために日本青年館建設の議がおこり、大正時代の青年団員による一人一円拠出運動により、総

工費１６２万円、地上４階地下１階建ての旧日本青年館が、１９２５(大正１４)年１０月２６日、神宮

外苑に完成しました。 

その後、青少年の要求の多様化や国際化に対応した新館建設を企画、全国青年団の積極的な募金活動

と関係者の協力により１９７９(昭和５４)年２月１日、総工費５４億円、地上９階地下３階の旧館に倍

する施設が完成しました。 

三代目となる日本青年館は、新国立競技場建設のため国からの要請により２０１７年に移転し、客室

数２２０室のホテル、１２４９席のホールを有する施設として建設されました。また、山中湖畔には体

育館や野外活動施設を有する分館・山中湖畔荘清渓があります。 

日本青年館は、この諸施設を運営管理することと併せて、その建設趣旨に照らし、青年教育を使命と

し全国の地域青年団の育成、また、青少年団体に対する支援など、青少年の教育活動の拠点としてその

推進に寄与する事業型の一般財団法人です。 

 

〈日本青年団協議会について〉 

日本青年団協議会(日青協)は、敗戦後の虚脱状態の中から青年の生活を高め、平和と民主主義の確立

を目指して立ち上がった各地の青年団の全国組織として１９５１(昭和２６)年に発足して今日に至っ

ています。 

その組織は、北海道から沖縄にいたる全国の道府県連合青年団(連絡協議会)で構成され、事務局は日

本青年館に置かれており、日本における最大の青年組織です。青年団は、非常に長い歴史と伝統をもち、

それぞれの地域を基盤にして活動を続けています。 

青年団の目的と性格 

青年団は地域を基盤にした青年の自主的な大衆組織です。市町村や小学校区などを単位に、そこに住

んでいる青年が職業や思想、信条、性別にかかわりなく誰でも入ることのできる組織です。 

青年団運動の目的をひと口にいえば、「青年一人ひとりの要求を実現し、青年の生活を高める」こと

にありますが、その根源をなすものは、青年一人ひとりの人格の形成と地域社会への貢献にあります。 

青年団ではあたたかい仲間の力で人間性を回復し、豊かな想像力を養い、さらに社会の仕組みを理解

するための学習活動や平和と民主主義を守るための活動、地域づくり運動など、さまざまな問題に取り

組んでいます。年齢はとくに制限はありませんが、義務教育を終了してから３０代くらいまでの青年が

構成メンバーです。 

 


